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東
日
本
大
震
災

　
誰
も
想
像
し
な
か
っ
た
明
日
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
３
月
１１
日
、
午
後
２
時

４６
分
、
三
陸
沖
を
震
源
に
Ｍ（
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
）９．０
、
最
大
震
度
７
の
巨
大
地

震
が
発
生
。
大
津
波
が
、
人
や
建
物
、
町

全
体
を
飲
み
込
み
、
多
く
の
尊
い
命
が

奪
わ
れ
ま
し
た
。

　「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」
と
し
て
、

市
民
の
方
々
か
ら
も
、
救
援
物
資
や
義

援
金
な
ど
、
多
く
の
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
市
か
ら
も
、
消
防
職
員
８
人
、
一
般

職
員
１２
人
が
、
岩
手
県
釜
石
市
、
宮
城

県
仙
台
市
、
同
県
山
元
町
へ
派
遣
さ
れ

ま
し
た
。
緊
急
援
助
隊
、
給
水
業
務
、
り

災
証
明
業
務
、
保
健
支
援
、
課
税
業
務

激
し
い
揺
れ
は
約
１
分

　
頭
を
保
護
し
て
机
の
下
へ
。
揺
れ

が
収
ま
っ
た
ら
火
を
消
す
。
ド
ア
や

窓
を
開
け
て
お
く
。

家
族
の
安
全
確
認

　
下
敷
き
に
な
っ
て
い
な
い
か
確
認

す
る
。
ガ
ス
の
元
栓
を
締
め
る
。
靴

を
履
い
て
避
難
。

隣
近
所
の
安
全
確
認

　
け
が
人
や
行
方
不
明
者
が
い
な
い

か
確
認
す
る
。
火
災
時
に
は
初
期
消

火
を
行
う
。

正
確
な
情
報
収
集

　
ラ
ジ
オ
等
で
正
確
な
情
報
を
知

る
。
安
否
確
認
は
災
害
用
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル（
１
７
１
）を
利
用
。

避
難
後
は
助
け
合
い
の
心

　
消
火
・
救
出
・
救
護
活
動
を
協
力

し
て
行
い
、
水
・
食
料
を
確
保
す
る
。

倒
壊
す
る
危
険
の
あ
る
建
物
に
は
入

ら
な
い
。
災
害
情
報
・
被
害
情
報
の

収
集
。

地
震
発
生

１
～
２
分

３
分

５
分

１０
分

３
日

そ
の
と
き
ど
う
す
る
？

特集　災害に備える

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
約
１０
日
間
派
遣
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
も
被
災
地
へ
の
派
遣
は

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
伊
予
市
で
も
、
い
つ
、
こ
の
よ
う
な

大
災
害
が
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
伊
予
市
で
は
ど
の
よ
う
な
災
害
が
起

こ
る
の
か
、
命
を
守
る
た
め
に
今
す
べ

き
こ
と
は
何
な
の
か
、
み
ん
な
で
助
け

あ
う
に
は
ど
の
よ
う
に
動
い
た
ら
い
い

の
か
、
災
害
に
つ
い
て
よ
く
知
り
、
備

え
ま
し
ょ
う
。

南
海
地
震
は
３０
年
以
内
に

約
６０
％
の
確
率
で
発
生
す
る

　
愛
媛
県
で
想
定
さ
れ
る
災
害
の
一
つ

に
、
南
海
地
震
が
あ
り
ま
す
。

　
四
国
の
南
海
域
を
震
源
と
す
る
南
海

地
震
は
、

１００
～

１５０
年
の
周
期
で
繰
り
返

し
起
こ
っ
て
い
る
地
震
で
す
。

　
国
の
地
震
調
査
委
員
会
は
、
南
海
地

震
は
、
今
後
３０
年
以
内
に
約
６０
％
、
５０

年
以
内
に
９０
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と

予
測
し
て
い
ま
す
。
そ
の
規
模
は
Ｍ
８．４

と
推
定
さ
れ
、
平
成
１３
年
の
芸
予
地
震

（
Ｍ
６．７
、
中
予
で
は
震
度
５
強
を
観
測
）

よ
り
も
大
規
模
な
地
震
に
な
り
ま
す
。

　
南
海
地
震
が
起
こ
っ
た
場
合
、
愛

媛
県
の
地
震
被
害
想
定
調
査
に
よ
る

と
、
伊
予
市
で
は
、
建
物
約
２
７
０
０

棟
が
全
壊
、
約
７
６
０
０
棟
が
半
壊
し
、

▼南海地震で

　想定される震度

▲伊予断層による地震

　で想定される震度

死
者
は
約
１
０
０
人
、
負
傷
者
は
約

１
３
０
０
人
、
約
１
万
人
が
避
難
所
へ

避
難
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
調
査
で
活
断
層
や
地
震
履
歴
か
ら

想
定
さ
れ
た
、
５
つ
の
地
震
の
う
ち
３

つ
の
地
震
で
、
伊
予
市
は
最
大
震
度
６

強
の
揺
れ
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
震
に
は
、
南
海
地
震
の
よ

う
に
プ
レ
ー
ト
が
原
因
で
周
期
的
に
起

こ
る
地
震
以
外
に
、
阪
神
淡
路
大
震
災

を
引
き
起
こ
し
た
兵
庫
県
南
部
地
震
の

よ
う
に
活
断
層
が
原
因
で
起
こ
る
直
下

型
地
震
が
あ
り
ま
す
。

　
伊
予
断
層
が
活
動
し
て
発
生
す
る
地

震（
Ｍ
７．１
）や
伊
予
灘
沖
海
底
活
断
層
が

活
動
し
て
発
生
す
る
地
震（
Ｍ
７．８
）で
は
、

伊
予
市
で
最
大
震
度
６
強
の
揺
れ
が
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
震
以
外
に
も
、
台
風
や
集
中
豪
雨

な
ど
の
災
害
も
あ
り
ま
す
。
家
や
学
校
、

職
場
で
火
災
に
あ
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を
考
え
、
今
だ

か
ら
で
き
る
、
災
害
へ
の
備
え
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

死傷者 死者   　 ９４人

負傷者   １，３１５人

避難所人数 １日後 １０，０３３人

１カ月後   ６，８８６人

建物被害 全壊   ２，６８５棟

半壊   ７，６３３棟

《愛媛県の地震被害想定調査》

南海地震発生時の人的被害および

建物被害棟数〈発生時刻２時の場合〉

　職員たちは皆「すぐにでも行きたい」という

気持ちでした。しかし日常業務もあり、全員

で行くことはできません。私も含め伊予消防

等事務組合から８人が、愛媛県隊として、３

月１４～２１日の間、岩手県釜石市に派遣され

ました。１７・１８日の２日間、がれきの撤去や

中に埋もれた人の捜索、避難所で体調を崩さ

れた方の救護などを行いました。

　余震に不安を感じながらも、「ご苦労様で

す」「ありがとうございます」と声をかけてく

ださる被災者の方々に、逆に力を頂きました。

もっと助けたい、まだまだできることがある

んじゃないかという思いでした。

　愛媛は災害が少なく、防災意識が低い地域

です。震災は忘れたころにやってきます。「ま

だ来やへんわい」と思わずに、今日の夜、明日

かもしれないと思って、避難場所・避難経路

の確認、非常持ち出し袋や応急手当用品、保

存食などを用意して、災害に備えてください。

被災地で救助活動

　消防職員　宮岡政司さん
明
日
か
も

し
れ
な
い

　
い
つ
か
起
こ
る
災
害
。「
い
つ
か
」は
突
然
や
っ
て
き
ま
す
。

　
明
日
、
地
震
が
起
こ
っ
た
ら
、
何
を
持
っ
て
ど
の
道
を
通
っ
て
ど
こ
に
避
難
し
ま
す
か
。

　
家
族
の
安
否
は
ど
う
確
認
し
ま
す
か
。
最
悪
の
事
態
が
起
こ
る
前
に
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

災
害
に
備
え
る

特
集



【
登
録
方
法
】

①

entry-iyo@
b
ousa

i-m
a
il.jp

に

メ
ー
ル
す
る
。

※
題
名
や
本
文

　
は
不
要
。

※
下
記
の
Ｑ
Ｒ

　
コ
ー
ド
も
利

　
用
で
き
ま
す
。

②
返
信
メ
ー
ル
が
来
た
ら
、
記
載
さ

れ
て
い
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
。

※iyo@
bousa

i-m
a
il.jp

の
メ
ー
ル
を
受

信
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

③
利
用
規
約
を
確
認
し
、伊
予
・
中
山
・

双
海
な
ど
の
居
住
地
を
設
定
す
る
。

(6)(7) ２０１１．９ 広報いよし広報いよし ２０１１．９

防
災
の
し
お
り

い
よ
し
安
全
・

安
心
メ
ー
ル

防
災
グ
ッ
ズ

家
庭
で
防
災
会
議

　
災
害
時
、
自
分
や
家
族
が
ど
こ
に
い

て
ど
う
や
っ
て
避
難
す
る
の
か
、
具
体

的
に
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

【
確
認
す
べ
き
こ
と
】

①
ど
ん
な
災
害
が
起
こ
る
か

②
災
害
時
に
身
を
守
る
方
法

③
非
常
持
ち
出
し
品
の
場
所

④
避
難
場
所

⑤
避
難
経
路

⑥
連
絡
を
取
り
合
う
方
法

　
非
常
時
に
す
ぐ
持
ち
出
せ
る
よ
う
、

リ
ュ
ッ
ク
に
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

【
非
常
持
ち
出
し
品
】

①
飲
料
水（
最
低
３
日
分
）

②
非
常
食（
最
低
３
日
分
）

③
懐
中
電
灯
・
携
帯
ラ
ジ
オ

④
救
急
医
薬
品

⑤
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
防
災
ず
き
ん

⑥
そ
の
他（
現
金
、
ラ
イ
タ
ー
、
身
分
証

明
書
の
コ
ピ
ー
、
軍
手
、
衣
類
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
タ
オ
ル
な
ど
）

地
域
で
守
る

自
主
防
災
組
織

１

２

４

３

６
　
防
災
マ
ッ
プ
や
災
害
時
の
対
応
に
つ

い
て
書
か
れ
た「
防
災
の
し
お
り
」
は
、

防
災
安
全
課
、
ま
た
は
各
地
域
事
務
所

で
入
手
で
き
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
防
災
安
全
課（
内
線
５
６
４
）

防
災
行
政
無
線

５

今
何
を
す
べ
き
か

　
災
害
時
に
正
し
い
情

報
を
得
る
た
め
、
ま
た

日
頃
の
防
犯
の
た
め
に

も
、
市
や
警
察
署
な
ど
が
配
信
す
る「
い

よ
し
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
」
に
登
録
し

ま
し
ょ
う
。

　
気
象
・
地
震
情
報
や
不
審
者
情
報
な

ど
、
選
ん
だ
項
目
が
、
あ
な
た
の
携
帯

電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
メ
ー
ル
で
配
信
さ

れ
ま
す
。

　「
こ
ち
ら
は
防
災
伊
予
市
…
」で
始
ま

る
防
災
行
政
無
線
の
内
容
は
、
電
話
で

確
認
で
き
ま
す
。

　
放
送
が
聞
き
づ
ら
か
っ
た
り
、
内
容

を
確
認
し
た
い
と
き
は
、
次
の
番
号
に

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　
☎
９
４
６
ー
７
９
７
７

　
災
害
時
、
自
分
一
人
の
力
で
は
動
か

せ
な
い
が
れ
き
や
家
具
を
の
け
て
く
れ

る
の
は
、
隣
近
所
や
地
域
の
人
で
す
。

　
地
域
で
協
力
で
き
る
よ
う
、
日
頃
か

ら
地
域
の
自
主
防
災
活
動
に
積
極
的
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

重
要
な
の
は
「
地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

米
湊
Ａ
ー
２
区
自
主
防
災
会
長
　
北
本 

二
朗 

さ
ん

　
毎
年
６
月
に
は
、
防
災
器
具
の
点

検
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
避
難
訓
練
と
災
害
図
上
訓
練
も

行
い
、
米
湊
Ａ
ー
２
地
区
の
住
民
６０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
災
害
図
上
訓
練
で
は
、
ゲ
ー
ム
感

覚
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
な
が
ら
防
災
マ
ッ
プ
を
作
り
ま

し
た
。
地
図
を
広
げ
、
自
分
の
家
に

印
を
つ
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
海
抜

何
ｍ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
、
避
難

所
は
ど
こ
か
、
ど
の
道
を
通
る
の
か
、

崩
れ
そ
う
な
と
こ

ろ
は
な
い
か
、
高

齢
者
や
障
害
者
が

い
る
家
は
ど
こ
か

な
ど
具
体
的
に
確

認
し
ま
し
た
。

interview

　
お
昼
に
は
炊
き
出
し
と
非
常
食
の

試
食
を
行
い
ま
し
た
。
東
日
本
大
震

災
の
後
だ
っ
た
た
め
、
非
常
食
や
水

を
人
数
分
用
意
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
実
際
に
災
害
に

な
っ
た
時
を
想
定
し
て
、
地
区
の
皆

さ
ん
の
畑
に
あ
る
野
菜
な
ど
を
使
っ

て
料
理
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
訓
練
を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
あ
い
、
地
域
の
つ
な

が
り
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
人
を
知
る
、
町
を
知
る
、

災
害
を
知
る
と
い
う
、
３
つ
の
知
識

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加

し
た
方
々
に
も「
地
域
の
こ
と
が
よ

く
わ
か
っ
た
。
ま
た
や
っ
て
ほ
し
い
。」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
　

　
避
難
訓
練
や
災
害
へ
の
対
策
は
、

何
度
も
し
て
い
く
こ
と
で
早
く
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
い
ざ
と

い
う
時
に
動
け
る
よ
う
に
、
ぜ
ひ
多

く
の
人
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
、

地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
災
害
が
起
こ
る
前
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
防
災
対
策
の
基
本
は
、

一
に
「
自
助
」（
自
分
を
助
け
る
）

二
に
「
共
助
」（
み
ん
な
で
助
け
あ
う
）

三
に
「
公
助
」（
公
的
機
関
が
助
け
る
）

で
す
。
い
ざ
と
い
う
時
、
自
分
の
命
や

家
族
の
命
を
守
る
準
備
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

新しい農業委員会委員

３７人が決定しました

担当地区・氏名・役職は次のとおりです。（敬称略）

■任期　平成２３年７月２０日～平成２６年７月１９日

■問い合わせ　農業委員会（内線５７７）

担当地区 氏名 役職
本庁地区
鵜崎、両澤、上唐川、下唐川 竹岡　春雪
大平（上、下、平岡） 金子　輝雄
三秋 大田　幸子
森 藤岡　政晴 会長
本郡 丒田　仁
尾﨑、三島 西田　武
市場、中村 鷹本　昌夫
稲荷 久保　直一
上吾川 德田　俊正
米湊 竹中　秀一
下吾川（沖庄、馬塚、本村、池田）早田　鈴香
下吾川（馬塚、新川） 日野　晴美
下三谷（原、栗林） 山下　將文
下三谷（近江、仲組、北組、町永）日野　逡一
上三谷（客、原、大替地） 小笠原通夫
上三谷（旗屋、平松） 藤本　利男 幹事
上野 坪内　寛
宮下 池内　正一
八倉 重松　良一
中山地区
上長沢、下長沢、泉町１・２、

福元、高岡

中屋敷忠雄

泉町３・４、柚之木、平村、添賀 池田　光宏
重藤、永木、福住、梅原 福岡　好夫
豊岡１・２、東町、門前、坪井、

小池

駄場　時寛

大矢、野中、影之浦、栗田２・３ 駄場　武志
栃谷、日南登 橡木　隆博
漆、福岡、平沢 磯岡　幹雄
榎峠、竹之内、日浦、影浦、障子ヶ

谷、坪之内

船田　眞一

村中、山口、中替地、柿谷 中岡　進
安別当、梅之木、源氏、赤海 泉　　正勝 会長

代理
犬寄 松浦　道子
双海地区
高野川、小網、城ノ下、灘町、

両谷

岡田　義数

東峰、高見、犬寄、大栄、奥大栄 松永　盛行
柆野 松田　満里
久保、三島、岡、日尾野 椋井　幸男
唐崎、塩屋、本郷 木内　進 幹事
本谷、石久保、閏住、富岡、日喰、

上浜、下浜、奥西、奥東

梶野　將照

池ノ久保、本村、松尾、富貴、

満野空、満野浜、壺神

二宮　重德

④
登
録
完
了
。
地
域
や
情
報
の
詳
細
を

設
定
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

特集　災害に備える


